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 大渡ダムにおける、異常洪水時防災操作の開始前の効果的な警報計画として、大渡ダム～仁

淀川河口まで（指定区間含む）の警報局舎を対象に、危険状況や切迫感が確実に住民に伝わり、

洪到達時間内に警報を完了するための吹鳴計画及び警報車による警報計画を検討した内容を報

告する。 
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1.  はじめに 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 大渡ダムは、仁淀川水系仁淀川の河口より約66kmに位

置し、仁淀川をより安全で有効に利用するために、洪水

調節、不特定かんがい等の補給、水道用水及び発電設備

を有した多目的ダムとして計画され、昭和43年に工事着

手。昭和61年度に完成した。 

 近年、平成30年７月豪雨や令和元年台風19号等、日本

各地で台風や前線等による洪水で甚大な被害が多く発生

しており、各地のダムでも異常洪水時防災操作を行うこ

とも少なくない。 

 今回は、大渡ダムにおいて異常洪水時防災操作を行う

場合のサイレン吹鳴及び警報車による警報計画を検討し

た内容を報告する。 
 

2. 現状のサイレン吹鳴・警報 

 大渡ダムでは現在、河川水位の変動が予測される約30
分前に図－２に示す各警報局舎よりサイレン・スピーカ

ー・回転灯・補助表示板を用いた周知と上流１台、下流

２台（左右岸）で警報車によるサイレン吹鳴等の確認・

スピーカー放送・河川利用者への注意喚起のパトロール 

 
を実施している。 
 また、下流区間では、大型の情報表示板による警報・

情報提供も実施している。 
 警報区間には、一部四国電力の区間もあり、大渡ダム

と同様の方法により、周知を実施している。 

 

3.異常洪水時防災操作とは（大渡ダム） 

大渡ダムにおける洪水調節の基本計画は、流入量

2,100m3/sより一定率の流下を開始する。その後、最大

流入量6,000m3/sのうち、最大2,200m3/sを調節（ダムに

貯留）し、最大3,800m3/sを一定量として流下させる計

画としており、貯留できる最高水位は214.0mとなってい

る。その計画を超えると予測された場合には、異常洪水

時防災操作に移行する。 

図－１ 仁淀川水系流域図 
 

図－２ 警報区間一覧（大渡ダム、四国電力） 
 

図－３ 大渡ダム洪水調節（計画） 



サイレン吹鳴時間一覧表【サイレン吹鳴回数１回】

サイレン吹鳴、スピーカー時間

サイレン吹鳴回数 1 回

1 大渡ダム 0

2 大渡 0

3 手引 0

4 上仁淀橋 0

5 名野川 0

6 崎ノ山 10

7 二子野 10

8 相能 10

9 西浦 10

10 加枝 10

11 蕨谷 10

12 加枝が谷 20

13 寺村 20

14 熊秋 20

15 野老山 20

16 千の崎 30

17 市ヶ谷 40

18 尾常滝 40

19 立花谷 40

20 横畠南 40

21 横倉 40

22 越知 50

23 宮地 50

24 今成 50

25 上の宮廻り 50

26 横畠東 50

27 横畠 60

28 土佐渕 60

29 本村 60

30 鎌井田 60

31 日の瀬 60

32 片岡 70

33 曽我山 70

34 南片岡 70

35 北仲和田 70

36 鴨地 70

37 僧津 80

38 黒瀬 80

39 柏原 80

40 石見 80

41 上柳瀬 80

42 流神 80

43 下柳瀬 90

44 日高 90

45 上名越屋 90

46 名越屋 90

47 下名越屋 100

48 勝賀瀬 100

49 鹿敷 100

50 柱谷 100

51 野久保 100

52 姥ヶ谷 110

53 宮の森 110

54 下分 110

55 鳴谷 110

56 淡中谷 120

57 鎌田 120

58 音竹 120

59 井流 120

60 八田 130

61 天崎 130

62 奥田川 130

63 厚田 130

64 芝 140

65 弘岡 140

66 北山 140

67 田ノ裏 150

68 大上 150

69 上村 150

70 菅 150

71 大良 150

72 新居 150

※赤字：サイレン設備有

洪水到達３時間前 洪水到達１時間前 洪水到達直前 洪水到達時間

→ 分5吹鳴時間約

2
:
2
0

2
:
1
0

2
:
0
0

1
:
5
0

1
:
4
0

1
:
3
0

2
:
3
0

1
:
2
0

1
:
3
0

1
:
4
0

1
:
5
0

2
:
0
0

2
:
1
0

2
:
2
0

0
:
4
0

0
:
5
0

1
:
0
0

1
:
1
0

洪水
到達
時間

（分）

警報局名

異常洪水時防災操作開始●時間▲分前 異
常

洪
水

時

防
災

操
作

開
始

異常洪水時防災操作開始●時間▲分後

0
:
2
0

0
:
1
0

0
:
1
0

0
:
2
0

0
:
3
0

1
:
2
0

1
:
1
0

1
:
0
0

0
:
5
0

0
:
4
0

0
:
3
0

3
:
2
0

3
:
0
0

2
:
5
0

2
:
4
0

2
:
3
0

3
:
1
0

大渡
ダム

四国
電力

大渡
ダム

番号管轄

3.課題・重要事項整理 

 サイレン吹鳴計画と警報計画を検討するにあたり、ど

のような課題があるのかを下記の項目で整理した。 
・３時間前、１時間前、移行時のサイレン吹鳴及び周知

方法（洪水到達時間を考慮した区分分け等） 
・短い時間内で警報車による警報するための方法 
・下流警報区間の浸水時の退避場所 
 上記のような課題・重要事項として考え、これらをク 
リアできないか検討を行った。 
 

4.サイレン吹鳴計画検討 

 サイレン吹鳴計画検討について、別業務にて検討した

各警報局舎の洪水到達時間の整理、洪水到達時間を踏ま

えたサイレン吹鳴開始時間の設定を行った。 
１） 洪水到達時間整理 

洪水到達時間は、洪水規模や条件等で変わって

しまう。今回は、最大流下量及び到達時間の早い、

大渡ダム最大流下量3,800m3/s（計画規模）におけ

る各警報局舎の洪水到達時間で整理・検討を行っ

た。 

最大流下量3,800m3/sの場合、大渡ダムから最下

流までの到達時間は150分と短く、約５、６局舎に

同時間で洪水到達してしまう。また、支川流入や

氾濫により到達時間が逆転する箇所が見られたた

め、補正を行い到達時間を整合させた。上記の整

理結果から、個別吹鳴は現実的でないということ

が分かった。 

 
 
２） サイレン吹鳴時間の設定 

サイレン吹鳴は現行大渡ダム操作細則では吹鳴

回数１回であるが、異常洪水時防災操作による危

険状況や切迫感が確実に住民に伝わるために２回、

３回行った場合の３パターンを設定した。 
全パターンによる３時間前、１時間前、移行時

のサイレン吹鳴にかかる時間を整理すると吹鳴時間

の短い１回だけでも３時間前が終わる前に１時間前

が、また、１時間前が終わる前に移行時のサイレン

吹鳴開始となる結果となった。結果から単純にサイ

レン吹鳴計画を作成した場合、非現実的な計画とな

る可能性があると判断し、警報車による警報の移動

時間等も検討した上で、両計画は作成することにし

た。 

  

 

5.警報車による警報計画検討 

 警報車による警報計画について、別業務にて検討した

大渡ダム放流量ケース毎の下流域の浸水想定図等を用い

て、異常洪水時防災操作開始前の警報ルート、道路浸水

による警報ルートの通行可否、代替ルート、警報終了後

の帰還可否の検討を行った。 
 放流量ケースは、2,100、3,000、3,800、4,000、5,000、

6,000、7,000、7,700m3/sとした。なお、下流区間につい

ては別業務では検討対象に入っていないため、高知河川

国道事務所にて公表している「浸水想定区域図（計画規

模：1/100）」を参考として用いた。 

表－１ 警報局舎洪水到達時間一覧表 

表－２ サイレン吹鳴回数別吹鳴時間 

表－３ サイレン吹鳴時間（１回） 



警報車ルート通行可否一覧表

大区分 小区分 2,100 3,000 3,800 4,000 5,000 6,000 7,000 7,700

1 大渡ダム 66K400 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2 大渡 65K800 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

3 手引 65K120 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

4 上仁淀橋 63K650 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

5 名野川 62K200 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

6 崎ノ山 61K000 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

7 二子野 59K800 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

8 相能 58K600 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

9 西浦 57K400 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

10 加枝 56K800 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

11 蕨谷 55K400 ○ ○ ○ ○ ○ × × ×

12 加枝が谷 54K200 ○ ○ ○ ○ ○ × × ×

13 寺村 53K000 ○ ○ ○ ○ ○ × × ×

14 熊秋 51K800 ○ ○ ○ ○ ○ × × ×

15 野老山 50K800 ○ ○ ○ ○ ○ × × ×

16 千の崎 50K000 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

17 市ヶ谷 48K800 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
18 尾常滝 48K200 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

19 立花谷 46K600 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ×

20 横畠南 NO.41 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ×
21 横倉 NO.34 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ×

22 越知 NO.21 ○ ○ ○ ○ ○ × × ×

23 宮地 NO.14 × × × × × × × ×

24 今成 NO.31 ○ × × × × × × ×

25 上の宮廻り NO.5 ○ ○ × × × × × ×

26 横畠東 41K200 ○ ○ × × × × × ×

27 横畠 39K800 × × × × × × × ×
28 土佐渕 38K664 × × × × × × × ×

29 本村 37K600 × × × × × × × ×

30 鎌井田 36K400 ○ ○ × × × × × ×

31 日の瀬 35K400 ○ ○ × × × × × ×

32 片岡 34K200 ○ ○ × × × × × ×

33 曽我山 33K400 ○ × × × × × × ×

34 南片岡 32K890 ○ × × × × × × ×

35 北仲和田 31K400 ○ × × × × × × ×
36 鴨地 30K600 ○ × × × × × × ×

37 僧津 29K400 ○ × × × × × × ×
38 黒瀬 28K600 ○ × × × × × × ×
39 柏原 27K400 ○ × × × × × × ×
40 石見 26K400 ○ × × × × × × ×
41 上柳瀬 25K800 ○ × × × × × × ×
42 流神 24K800 ○ × × × × × × ×

43 下柳瀬 23K800 ○ × × × × × × ×
44 日高 22K745 ○ × × × × × × ×
45 上名越屋 22K200 ○ × × × × × × ×
46 名越屋 21K200 ○ × × × × × × ×

47 下名越屋 20K200 ○ × × × × × × ×
48 勝賀瀬 19K200 ○ △ × × × × × ×
49 鹿敷 18K400 ○ △ × × × × × ×
50 柱谷 17K200 ○ △ × × × × × ×
51 野久保 16K400 ○ △ × × × × × ×

52 姥ヶ谷 15K400 ○ △ × × × × × ×
53 宮の森 14K600 ○ △ △ △ △ × × ×
54 下分 13K800 ○ △ △ △ △ × × ×
55 鳴谷 13K000 ○ △ △ △ △ × × ×

56 淡中谷 11K800 ○ △ △ △ △ × × ×

57 鎌田 11K200
58 音竹 10K000
59 井流 9K400

60 八田 8K400
61 天崎 7K600
62 奥田川 7K000
63 厚田 6K000

64 芝 5K400
65 弘岡 4K200
66 北山 4K200

67 田ノ裏 3K200
68 大上 2K800
69 上村 1K800
70 菅 1K200
71 大良 0K400
72 新居 -0K200

※赤字：サイレン設備有
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■国道33号が通行可能な限り、鎌田付近まで通行が可

能。鎌田より下流は下流の浸水状況によるため、浸水

状況の把握が必要。

■仁淀川下流で計画規模（1/100）の浸水が生じた場合

は、国道33号浸水のため下流箇所の警報車による通行

は不可。

■国道33号が通行可能であれば国道33号経由で移動は可能。

検討結果から、大渡ダム上流・下流警報区間では、異

常洪水時防災操作開始(大渡ダム放流量3,800m3/s)から

5,000m3/sまでであれば警報はおそらく可能（代替ルー

ト含、内水被害等や通行止めがない場合）と分かった。 

帰還については、上流警報区間は可能と考えるが、下流

警報区間は移動距離・時間を考えると３時間前、１時間

前、移行時の毎回帰還するには、浸水被害や通行止めの

発生が考えられ難しいと考える。 

四国電力警報区間では、洪水調節開始の大渡ダム放流

量2,100m3/sから警報区間上流で警報ルートの道路浸水

により通行不可（代替ルートなし）となる。迂回路（内

水被害等や通行止めがない場合）により移動した場合で

も、下流の一部区間のみまでしか移動できない結果とな

った。帰還についても、警報時に被害が少なかったとし

ても、帰還時には被害発生の可能性が高く難しいと考え

る。 

 

 

6.サイレン吹鳴計画及び警報車による警報計画 

前項までの整理・検討を基にサイレン吹鳴計画及び警

報車による警報計画を作成した。 

 

・各警報局舎への洪水到達時間を踏まえた、サイレン吹

鳴区分設定（大区分、小区分） 

 サイレン吹鳴区分については、洪水到達時間から個

別吹鳴は現実的でないため、大区分と小区分での一斉

吹鳴とし、どちらがよいか評価した。 

 大区分では、大渡上流、四国電力（３分割）、大渡

下流区間と全５ブロックとして区分分けしたとき、洪

水到達時間に余裕を持った吹鳴が可能となる。しかし、

ブロックによっては洪水到達よりも余裕がありすぎた

吹鳴やブロック間によっては、吹鳴のない時間が生じ

ることも考えられる。また、警報車による警報での吹

鳴確認は移動距離が長く、それに掛かる時間等を踏ま

えると各ブロック１局舎の全５局舎が精一杯と考える。 

 小区分では、洪水到達約10分刻みの全16ブロックと

して区分分けしたとき、洪水到達時間に合わせた吹

鳴となる。また、上流から10分刻みで順番に吹鳴す

るので、どこかでサイレン吹鳴が鳴ることとなる。

また、警報車による警報では大区分に比べるとブロ

ック毎の移動距離も短く、10分内の移動も可能とな

り、吹鳴確認ができる局舎が多くなる。 

 上記の整理から、洪水到達に合った吹鳴ができ、１

局舎でも多く吹鳴確認の行える小区分が有効と考え

る。しかし、大渡下流区間については、上流区間に

比べ人口が密集しており、小区分での吹鳴よりも大

区分による一斉吹鳴の方が効果があると考え、大渡

下流区間のみ大区分とした。 

 

・区分毎の吹鳴確認局舎を設定 

  区分分けしたブロック毎の吹鳴確認を行う局舎を設

定した。設定に関しては、下記の選定基準から行った。 

 ・各ブロックの警報局舎の中で家屋等の人口が多いと

想定される局舎 

 ・洪水到達時間が同じで、上記局舎が複数ある場合は

ブロックの最下流とする。 

 

・サイレン吹鳴回数の設定（１～３回） 

  サイレン吹鳴計画検討、警報車による警報計画検討

及び上記の設定よりサイレン吹鳴回数毎の結果整理を

表－５に示す。 
  結果として、吹鳴回数が増えると吹鳴に掛かる時間

も増えるため、区分毎の吹鳴確認を行う局舎の吹鳴確

認可能数が増えた。また、３回に増やすことで住民へ

の周知漏れも減り、危険状況や切迫感をより伝えるこ

とも出来るため、吹鳴回数は３回で設定した。 表－４ 警報車ルート通行可否一覧表 



※ サイレン及びスピーカー吹鳴開始時刻は、異常洪水時防災操作開始（３時間前、１時間前、直前）を０分としたときからの時間。

※ 緑字：サイレン吹鳴確認目安警報所 ※サイレン＋スピーカ－の吹鳴時間は約10分、スピーカーの吹鳴時間は約2.5分

：道路浸水等による警報車ルート通行不可箇所（代替ルートなし）

ｻｲﾚﾝ ｽﾋﾟｰｶｰ 2,100 3,000 3,800

1 大渡ダム ○ ○ -10.0 0

■大渡ダム警報車（大渡ダム～野老山）出動タイミング：
　　異常洪水時防災操作開始（３時間前、１時間前、直前）の15分前
　　（名野川までの移動時間約10分)
■大渡ダム警報車（奥田川）出動タイミング：
　　異常洪水時防災操作開始（３時間前、１時間前、直前）の約20分後
     (奥田川サイレン吹鳴開始：110分-奥田川警報局までの移動時間95分)

2 大渡 ○ -2.5 0

3 手引 ○ ○ -10.0 0

4 上仁淀橋 ○ -2.5 0

5 名野川 ○ ○ -10.0 0
■異常洪水時防災操作開始（３時間前、１時間前、直前）の10分前～0分間の吹鳴時間内に吹
鳴確認

6 崎ノ山 ○ 7.5 10

7 二子野 ○ ○ 0.0 10

8 相能 ○ ○ 0.0 10

9 西浦 ○ 7.5 10

10 加枝 ○ ○ 0.0 10
■異常洪水時防災操作開始（３時間前、１時間前、直前）の0分～10分後間の吹鳴時間内に吹
鳴確認

11 蕨谷 ○ 7.5 10

12 加枝が谷 ○ ○ 10.0 20
■異常洪水時防災操作開始（３時間前、１時間前、直前）の10分～20分後間の吹鳴時間内に
吹鳴確認

13 寺村 ○ 17.5 20

14 熊秋 ○ 17.5 20
15 野老山 ○ ○ 10.0 20

16 千の崎 ○ ○ 20.0 30

■四国電力警報車出動タイミング（千の崎警報局着）：
　　異常洪水時防災操作開始（３時間前、１時間前、直前）の20分後まで
■異常洪水時防災操作開始（３時間前、１時間前、直前）の20分～30分後間の吹鳴時間内に
吹鳴確認

17 市ヶ谷 ○ 37.5 40
18 尾常滝 ○ ○ 30.0 40
19 立花谷 ○ 37.5 40

20 横畠南 ○ ○ 30.0 40
■異常洪水時防災操作開始（３時間前、１時間前、直前）の30分～40分後間の吹鳴時間内に
吹鳴確認

21 横倉 ○ 37.5 40

22 越知 ○ ○ 40.0 50
■異常洪水時防災操作開始（３時間前、１時間前、直前）の40分～50分後間の吹鳴時間内に
吹鳴確認

23 宮地 ○ 47.5 50 × × ×
24 今成 ○ 47.5 50 × ×
25 上の宮廻り ○ 47.5 50 ×
26 横畠東 ○ ○ 40.0 50 ×
27 横畠 ○ 57.5 60 × × ×
28 土佐渕 ○ ○ 50.0 60 × × ×
29 本村 ○ 57.5 60 × × ×

30 鎌井田 ○ ○ 50.0 60 ×
■異常洪水時防災操作開始（３時間前、１時間前、直前）の50分～60分後間の吹鳴時間内に
吹鳴確認

31 日の瀬 ○ 57.5 60 ×
32 片岡 ○ 67.5 70 ×
33 曽我山 ○ ○ 60.0 70 × ×
34 南片岡 ○ 67.5 70 × ×
35 北仲和田 ○ 67.5 70 × ×
36 鴨地 ○ ○ 60.0 70 × ×
37 僧津 ○ 77.5 80 × ×
38 黒瀬 ○ ○ 70.0 80 × ×
39 柏原 ○ 77.5 80 × ×
40 石見 ○ ○ 70.0 80 × ×
41 上柳瀬 ○ 77.5 80 × ×
42 流神 ○ ○ 70.0 80 × ×
43 下柳瀬 ○ 87.5 90 × ×
44 日高 ○ 87.5 90 × ×
45 上名越屋 ○ ○ 80.0 90 × ×
46 名越屋 ○ 87.5 90 × ×
47 下名越屋 ○ 97.5 100 × ×
48 勝賀瀬 ○ ○ 90.0 100 △ ×
49 鹿敷 ○ 97.5 100 △ ×
50 柱谷 ○ ○ 90.0 100 △ ×
51 野久保 ○ 97.5 100 △ ×
52 姥ヶ谷 ○ 107.5 110 △ ×

53 宮の森 ○ ○ 100.0 110 △ △ ■【大渡ダム放流量3,800m3/s時のみ】異常洪水時防災操作開始（３時間前、１時間前、直
前）の100分～110分後間の吹鳴時間内に吹鳴確認

54 下分 ○ 107.5 110 △ △
55 鳴谷 ○ 107.5 110 △ △

56 淡中谷 ○ ○ 110.0 120 △ △
■異常洪水時防災操作開始（３時間前、１時間前、直前）の100分～120分後間の吹鳴時間内
に吹鳴確認

57 鎌田(右岸) ○ 117.5 120
※下流区間一斉吹鳴（当該区分の洪水到達時間は120分が最速のため120分を基準に吹鳴を実
施）

58 音竹 ○ 117.5 120
59 井流 ○ ○ 110.0 120
60 八田 ○ 117.5 130
61 天崎(右岸) ○ 117.5 130

62 奥田川 ○ ○ 110.0 130
■異常洪水時防災操作開始（３時間前、１時間前、直前）の110分～120分後間の吹鳴時間内
に吹鳴確認
※当該地点までの移動時間は大渡ダムから約95分（約46kmを時速30kmで走行想定）

63 厚田 ○ 117.5 130
64 芝 ○ 117.5 140
65 弘岡 ○ 117.5 140
66 北山(右岸) ○ ○ 110.0 140
67 田ノ裏 ○ 117.5 150
68 大上 ○ 117.5 150
69 上村(右岸) ○ ○ 110.0 150
70 菅 ○ 117.5 150
71 大良 ○ 117.5 150
72 新居(右岸) ○ ○ 110.0 150 0
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■国道33号が通行

可能な限り、鎌田

付近まで通行が可

能。鎌田より下流

は下流の浸水状況

によるため、浸水

状況の把握が必要。

■仁淀川下流で計

画規模（1/100）の

浸水が生じた場合

は、国道33号浸水

のため下流箇所の

警報車による通行

は不可。

【 警報局No. 48～56】

国道33号経由の場合、 当該

警報局まで通行可能。

【 警報局No. 53～56】

国道33号経由の場合、 当該

警報局まで通行可能。

洪水到達時間までに吹鳴が終

了するこ と を想定し た吹鳴開

始時刻を設定。

 例）

 ・ 洪水到達時間０ 分箇所

 ・ 吹鳴時間10分の場合

 ・ ｻｲﾚﾝ･ｽﾋﾟ ｶーｰ吹鳴開始

　  時刻

　 　 　 ＝０ 分－10分

　 　 　 ＝－10分

 ・ 防災操作３ 時間前のｻｲ

　  ﾚﾝ･ｽﾋﾟ ｶーｰ吹鳴開始時刻

　 　 　 ⇒　 ３ 時間10分前

警報車避難場所（緑字）【仁淀川下流 計画規模氾濫時】

避難場所は、「いの町」、「高知市」、「土佐市」が公
表しているハザードマップ（想定最大規模降雨：48時間
904mm）等を参考に浸水しない箇所などを抽出。

春野文化ホール
ピアステージ

琴平公園

伊野南中学校

若宮八幡宮

小八十広場

かんぽの宿伊野

高知県立
農業大学校

北原小学校
(ただし急傾斜地崩壊危険個所付近)

土佐国道事務所
高知国道維持出張所

・USAくろしおセンター
・宇佐小学校

奥田川排水機場

 

 
 
 
・大渡下流警報区間の警報車退避所 

 異常洪水時防災操作３時間前、１時間前、移行時と

大渡下流警報区間の警報車による警報を行った際に、

大渡ダムの放流量が5,000m3/s以内であり、下流支川

での被害が発生していなければ警報及び帰還は可能と

整理したが、実際は状況には不明確なところが多くあ

り、下流区間警報に向かった警報車は安全を確保しつ

つ状況により危険な場合は退避できるように退避所の

ピックアップを行った。ピックアップには高知河川国

道事務所にて公表している「浸水想定区域図（計画規

模：1/100）」を用いたが、下流では広い範囲で浸水

が発生・拡大している中で、比較的地盤が高く安全な

10地点をピックアップした。その中に奥田川警報局舎

も安全地点としてリストにあった。また、奥田川警報

局舎は吹鳴確認局舎としても設定されていることから

移動可能な場合は退避所として安全を確保しつつ、吹

鳴も確認することとした。 

 
これまで整理・検討により作成したサイレン吹鳴計画

及び警報車による警報計画を表－６に示す。 
作成の結果としては、警報区間距離がある上に洪水到

達時間がとても短い。また、四国電力警報区間において

警報ルートの浸水開始も早いことから全区間を警報でき

ない結果となった。 

 
 
 

7.今後について 

 今回は、異常洪水時防災操作を実施する際に必要な

サイレン吹鳴計画及び警報車による警報計画を作成し

た。警報区間距離が長く洪水到達時間も短いため、計

画としては作成できたものの今後、四国電力とも協議 

を重ねるとともに、実際に計画通りに行えるかを確認

していかないとならない。また、サイレン吹鳴を３回

するための機器の改造や道路浸水による通行不可とな

る区間も何か代替となる方法が無いか検討が必要とな

る。そして、最終的には、流域関係機関及び住民を一

体とした異常洪水時防災操作となるような洪水の避難

訓練を実施して、逃げ遅れ等による被害を少なく出来

るようにしていきたい。 

 

表－５ 吹鳴回数及び吹鳴確認可能局舎 

図－４ 下流警報区間退避所 

表－６ サイレン吹鳴計画及び警報車による警報計画 

警報車によるサイレン吹鳴確認不可 警報車によるサイレン吹鳴確認可能 


